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区分 審議会委員意見 事務局の考え

1 場所
今の場所は目立たない。広く知ってもらうにはアクセスの良

さと目立ちやすさが必要。

場所は変えられないが、大規模改修に合わせ

看板を目立たせるなど工夫ができないか検

討。

2 場所

市民会館に市民を来させるより、すでに人が多く来ていると

ころに移転する方がいい。武蔵野プレイスの中などに移転で

きないか。

移転はできないが、プレイスと連携をした事業

展開などは考えられる。

3 場所
他の自治体などでは、男女平等推進センターを複合施設に入れ

る流れがある。

市民会館も複合施設なので、それを活かして活

性化する工夫はしていきたい。

4 開館時間

10時まで開館している必要はない。開館時間は5時か6時ま

でにして、その分の人的資源を別の業務に集中して、セン

ターを活発にした方が良い。

そのようにしていきたい。

5 開館時間
夜間の相談ニーズもあると思うので、どこかで対応できるよ

うにはした方が良い。
夜間の相談は引き続き必要と考えている。

6 補助金

団体活動補助金は手続きが煩雑で使い勝手がよくない。補助

金をやめて講師謝礼のための予算にすれば、学校への出前講

座などにも使えて良いのではないか。

団体活動の活性化はセンターの大事な役割の

一つと考えており、補助金は継続する。手続き

が煩雑なことは仕方がない部分もあるが、改

善できる部分は改善し、利用の促進を図る。

7 相談

夜間の相談が必要なのは、緊急対応のためではなく、昼に働

いている人のため。現在は、平日の午前、午後、夜間、土曜

とバランスよく設定されており、いろいろな人が相談しやす

い体制になっていて良い。その観点で夜間の相談は大事にし

た方がいい。

夜間の相談は引き続き必要と考えている。

8 相談
悩みを抱えている若年層は多いが、どこに相談したら良いの

かわからないという実態がある。若年層への周知が大切。
若年層への周知は大切と考えている。

9 相談
相談を本格的にやるなら、３駅圏毎に１か所は必要。会議室

を借りてやっても良い。

男女セの設置目的は、男女平等社会の実現で

あり、実施する相談は男女平等に関する相談と

いうのが条例の規定。福祉の相談のような

ニーズの量はないと考えている。

10 相談
相談で問題が解決できなくても、どこかにつなげられれば意

味がある。

必要に応じて関係機関と連携しており、今後も

大切にしていきたい

11 相談

電話相談は匿名性という点でニーズはあると思う。一方で、

表情など視覚的情報は相談において大切な情報だが、それを

欠いた状態で充実した相談ができるか難しい。オンライン相

談は録画されるなど、相談員側にもリスクがある。検討にあ

たっては相談員の側のことも考える必要がある。

相談者が利用しやすいように、多様な相談方法

があることが望ましい。試行や検証をしなが

ら検討していきたい

12 相談

男性だから相談する悩みがないということはない。更年期、

仕事のこと、夫婦関係など、女性も男性も悩みは同じ。むし

ろ鬱は男性の方が多い印象がある。

男性相談は他市の先行事例を研究し、導入に

向けて検討したい。

13 相談 男性は気軽に相談を利用しないということはある。
男性相談は他市の先行事例を研究し、導入に

向けて検討したい。

「男女平等推進センターの課題と今後の方向性の検討について」への意見

(令和６年度第4回武蔵野市男女平等推進審議会）



第１回　資料１３

区分 審議会委員意見 事務局の考え

14 会議室

市民会館と男女平等推進センターの会議室を別々に管理する

のではなく、男女平等推進団体への優遇措置は残しつつ、管

理はまとめて行ったらどうか。

会議室の管理を通じて、団体との関係構築

や、ニーズの把握などができるため、別々に

管理するメリットがあると考える。

15 啓発
男女で家事を適切に分担するという啓発に関連づけて、市民

会館の調理室を活用して料理教室などができると良い。

男女セが市民会館の中にあるという特性を活

かして事業等を実施していきたい。

16 職員

人材確保の面では、給与面の待遇改善が必要。大学院でジェ

ンダーを学んだ人も増えているが、待遇が良くないので、セ

ンターで働きたいと思われない。

本市の男女セでは、講座企画等の専門事務の

職種を設けており、一般事務より給与待遇は

良い。

17 職員

ジェンダーを専攻している大学院生にとっては、研究職でなく

ても、男女平等推進センターで、非常勤で働くこともキャリア

になる。

職員募集の際の参考にしたい。

18 方向性
今後のセンターの方向性として「開かれたイメージ」でお願

いしたい。

開かれたセンターという方向性はそのように

考えている。

19 方向性
市民会館の会議室等、行政の縦割りをできるだけなくして、

各部局の連携を務めた上で、開かれたセンターを期待する。
ご意見として承る。

20 進め方

第1フェーズは、メリハリをつけて切れるものをどう切るか

を考え、第2フェーズは、その代わりに何ができるのかを考

える、というように進めると良い。

そのように考えている。


